
1.実践型インターンシップの趣旨、目的

文部科学省COC＋事業採択時（2016年）に開発された、
徳島県内の企業等の課題から抽出したミッションに対し
て、受入先と学生が協働して取り組むプロジェクト型のイ
ンターンシップである。受入担当者と学生がチームとなっ
て、具体的な課題に約半年間取り組むことで、学生が実
社会で協働するための基礎能力と目的意識の育成を目
的としている。

受入先とコーディネーターが連携してプロジェクトを組
成し、参加学生と企業等とのマッチングを経てインターン
シップを実施すると共に、プロジェクトに取り組む中での
アドバイスやメンタリングなど、インターンシップ開始後も。
コーディネーターやドン（学内メンター）、修了生サポート
チームがプロジェクト達成のための支援を行う。

2.実践型インターンシップの成果

2016年から取り組んだプロジェクト数は約100プロジェ
クト、参加学生数は約300名である。本発表では学生・企
業・大学の三方向からの成果について紹介する。
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